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１ 審査方法 

  本業務を実施する事業者の決定は、当指定管理者応募者から提出された提案書につい

て評価し、点数化した総合評点により決定する。最優秀候補者及び次点候補者の選定基

準は、優先交渉権者を決定するため、応募者から提出された提案書を、可能な限り客観

的に評価する基準として示すものである。 

 (1)  指定管理者応募方式 

   指定管理者応募方式により次のとおり最優秀候補者及び次点候補者を選定、優先交

渉権者（最優秀候補者）を決定し、泉佐野市と優先交渉権者との協定を締結する。 

指定期間は、令和９年４月１日から令和１４年３月３１日までの５年間の予定。 

  a) 提案書の確認 

    提出された提案書が、指定されている内容に合致し作成されているか確認する。 

この結果、提案書に不足・不備等がある場合は無効又は失格とする。 

  b) 提案審査 

    応募書類の評価及び審査は、「泉佐野市自転車等駐車場指定管理者選定委員会」

（以下「選定委員会」という。）が行う。 

 選定委員会は、次の方法により提案書の内容の評価を行い、最優秀候補者及び 

次点候補者を選定する。 

ｱ) 提案内容の得点化 

  提案書の内容について、評価項目ごとに評価し、得点化を行う。 

ｲ) 提案価格の得点化 

  指定管理料提案書に記載された価格について、指定の算出式を用いて得点 

化を行う。 

ｳ) 総合評点の算出 

  提案書に関する審査により算出された評価項目ごとの点数及び指定管理料提案

書による提案価格の点数を合計し、総合評点を算出する。選定委員会において最

低基準点を決定し、最低基準点を下回った場合は失格とする。 

ｴ）最優秀候補者及び次点候補者の選定 

  総合評点の最も高い提案者を最優秀候補者として選定し、総合評点の次に高い

提案者を次点候補者として選定する。 

  c)  優先交渉権者の決定 

  評価選定委員会の最優秀候補者及び次点候補者の選定を踏まえ、優先交渉権者

（最優秀候補者）を決定する。優先交渉権者（最優秀候補者）が事故により指定

管理者の指定を行えない場合は、次点交渉権者（次点候補者）に指定管理者の指

定を行う。次点交渉権者（次点候補者）の権利は、指定管理期間の開始する前ま

でとする。 
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 (2) 選定の流れ 

   指定管理者の募集 

    指定管理者の募集（泉佐野市ホームページ掲載） 

 

   募集要項等の公表及び配布 

    指定管理者の募集に関する関係資料等配布（泉佐野市ホームページより 

ダウンロード） 

   （募集要項、様式集、仕様書、選定基準等） 

 

   指定管理者の応募 

提出期限までに応募書類（提案書等）を泉佐野市道路公園課へ提出 

     

              期限までに応募書類提出が無い場合     失格 

                    

   提案書の確認 

    提出された提案書が指定された内容に合致しているか確認 

 

                  提案書に不備・不足がある場合   失格 

 

   提案内容の得点化         提案価格の得点化   指定管理料 

    提案書の項目ごとに       提案書に記載された価格について、上限 

    評価し、得点化         額以下の場合、算出式を用いて得点化 

 

                    上限額以下   上限額超 失格 

                

   総合評点の算出 

    提案価格の得点化により算出された点数及び提案内容の得点を合計し 

総合評点を算出、最低基準点を下回る場合は失格。 

 

   最優秀候補者及び次点候補者の選定 

    総合評点の最も高い提案順に、最優秀候補者及び次点候補者として選定 

 

優先交渉権者と次点交渉権者の決定 

 

      泉佐野市と優先交渉権者（不可の場合は次点交渉権者）との協議の上、

指定管理者協定締結 
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２ 提案書の確認 

 (1) 確認の方法 

   提案書の内容が、評価項目の内容を満たしていることを確認する。この結果、

提案価格条件を満たさないことが確認された場合は失格とする。 

 

 (2) 確認の項目 

  a) 提案書の確認 

   ｱ) 提出された提案書が指定されたとおり全て揃っていること。 

   ｲ) 提出された提案書が指定された様式を使用していること。 

   ｳ) 提案書の綴り方について、評価基準の順序に沿ったものとなっていること。 

   ｴ) 同一事項に対する２通り以上の提案又は提案事項間の齟齬（そご）、矛盾等

がないこと。 

  b) 指定管理料提案書の確認 

   ① 記載された価格が、指定の上限額以下であること。 

   ② 指定された記載方法や指示事項に合致していること。 

 

３ 提案審査 

 (1) 審査の基本方針 

   本業務の目的を実現する上で必要な事項を評価項目とし、提案内容の定量化を 

図ることにより、客観的な視点から最も優秀な提案を選定する。 

 

 (2) 審査の方法 

   参加者から提出された提案書の内容及び指定管理料提案書に記載された価格に 

ついて、評価項目ごとに得点化を行い、それらを合計した総合評点の最も高かっ 

た提案者順に、最優秀候補者及び次点候補者として選定する。ただし、選定委員 

会が定めた最低基準点を下回る場合は失格とする。 

 

 (3) 最優秀候補者及び次点候補者の選定 

   最低基準点を上回る総合評点の最も高い提案者順に、最優秀候補者及び次点候 

補者として選定する。総合評点の最も高い提案者が複数の場合、下記の順で最優 

秀候補者を選定するものとする。この選定で２番目の候補者を次点候補者とする。 

  a) 価格評価得点の高い提案者 

  b）a)が同点の場合、自主事業計画評価得点の高い提案者 

  c）b)が同点の場合、実績評価（同等・同種の施設管理実績）得点の高い提案者 

  d）c)が同点の場合、選定委員長の判断で選定した提案者 
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４ 評価項目及び配点 

  項目及び配点については、次のとおりとする。 

評価項目 評価点 評価内容 

価格評価 20 指定管理料提案書金額を評価 

自主事業の実施計画 20 自主事業実施計画への取組を評価 

休業日、開場時間、開場

時間外の対応 
10 

休業日、開場時間、時間外対応の改善提案 

人員計画 
10 

労働基準法・社会保険制度遵守の職員配置、

障害者の雇用配慮、指揮命令確立 

緊急時対応 10 災害、事故、設備故障等緊急時の対応 

管理体制 10 個人情報保護、情報公開、金銭の管理運営 

苦情、要望対応 10 苦情、要望対応への取組 

実績評価 10 
自転車置場施設管理・放置自転車対策委託業

務・障害者雇用の実績を評価 

合計 100  

 

５ 提案審査算出 

 (1) 価格提案書（提案価格）の得点化 

  a) 提案価格の得点化方法 

   ｱ) 価格提案書の評価には、評価上の提案価格の指定管理料下限額（以下「評

価下限額」という。）を設け、評価下限額の価格提案した者の価格評価点は満

点（２０点）とする。評価下限額は、全ての応募者の中で最も低い提案価格

とする。 

   ｲ)  評価下限額を超える価格提案をした者の評価点は、評価下限額を当該提案

者の提案価格で除して得た率を満点（２０点）に乗じて算出する。なお、小

数点第１位以下は切り捨てとする。 

     ＜算出式＞ 

        価格点数＝満点（２０点）×（評価下限額 ÷ 提案価格） 

   ｳ)  提案価格には指定管理料に上限額を設けており、上限額を超える提案価格

の見積書は失格とする。 

 

 (2)  総合評点の算出 

   提案書に関する評価点及び指定管理料提案書（提案価格）に関する評価点を合 

計し、総合評点を算出する。 


